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評価の概要

公募要領等に示されたステージゲートの観点に照らして、技術開発計画は想定通りに進捗してお
り、優れた成果が得られている、またはその見通しが得られていることから、技術開発を継続すべ
きである。詳細は下記のとおり。

➢ フィージビリティスタディとして、官民を含めたニーズ調査、入手可能な情報を抽出してト
レードオフなどの検討を実施し、GEO-LEO市場向けの光通信端末開発を進めることが事業成立
性として現実的で妥当との調査結果は、概ね適切にターゲット設定が行われたと評価する。

➢ また、公募要領を踏まえ、当該調査をベースに追加提案された要素技術評価は、先行着手すべ
き要素技術項目の識別、フライト品までの製品開発ロードマップを示している点等が高く評価
され、ステージゲート評価後の技術開発計画についても妥当であると評価する。なお、要素技
術評価は早期に着手すること。

➢ 光通信端末市場の進展はめざましく、今後、数年で大きな変革が生じる可能性もあるため、早
期の成果創出とビジネス展開が必要であり、光通信端末の早期市場投入に期待する。

ステージゲート評価結果
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